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同で研修を進めている。ここにはAPUの学
生だけでなく、農家など地域の方にも多数
ご参加いただき、われわれが設置したウェ
ザーステーション（気象観測機）に世界各地
の気象データをリンクさせ、“Think Local, 
Act Global”な活動をしている。これが大切
で、そこには結集した地域社会の知恵とエネ
ルギーがある。これが“Think Global, Act 
Local”の場合、みんな妥協点を模索するよ
うになってしまい、活力ある創造性が生まれ
にくい。

こうした “Think Local, Act Global”の活
動を続け、大分を日本のシリコンバレーにし
ていくには、日本や周辺諸国からさまざまな
ベンチャー企業が集まることが必要である
が、そのためにもAPUおよび立命館は魅力
的な人材の育成に努めなければならない。

5. 日本におけるグローバル人材育成の課題
— 日本の課題は

2つの側面があると思う。1つは日本国内
の経済基盤をどう整備するか。もう1つは、

世界に広がる“Global Opportunity”を日本
の国益にどう展開するか。

少子高齢化が進む日本では大学の余剰が議
論されているが、周辺諸国では高学歴化を目
指しているにもかかわらず、高等教育のキャ
パシティーが不足している国が多い。日本は、
縮小するのではなく、そのキャパシティーを
フルに活用して、日本の科学技術力、文化、
平和と発展に貢献するあらゆる取り組みなど
を、世界に伝えながら、海外の若く、就学意
欲の高い人材を集め、卒業後も優秀な労働力
として受け入れていくべきである。

そのためには教育の現場だけでなく、社会
や企業も変わっていかなければいけないと考
える。これからの日本は、日本に対する興味
や関心に応え、日本で高等教育を受け、相互
理解を深めた人材が、社会や企業からも受け
入れられる、そういったグローバル化を目指
すべきである。

（2010年3月14日
聞き手：広報グループ　岩佐和彦）JF
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日本におけるグローバル人材教育

立命館アジア太平洋大学（APU）との提携 

特定非営利活動法人 国際社会貢献センター（ABIC）
大学・エクステンションセンター講座グループ
コーディネーター　森　和重（元 三井物産）

　ABICでは、さまざまな分野で商社OBなどのエキスパート人材による社会貢献活動を行っ
ている。大学での講座開設もその1つで、APUとは2004年に日本語・英語の2言語による

「国際貿易と投資」講座開設以来連携が進み、06年には学術交流協定を結び、09年度には
16講座を持つに至っている。
　2言語講座は同じ授業内容を日本語、英語それぞれで行うというもので、ABIC会員の豊
富な国際ビジネスの経験や語学力を生かして、微力ながらも国際人材の育成に貢献できて
いるのではないかと思う。


